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丹
波
市
青
垣
町
山
垣
区
で
の
地
域
連
携
事
業
の
展
開	

―
区
有
文
書
の
活
用
を
中
心
に
―

出
水　
清
之
助

る
（
い
ず
れ
も
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究

科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
発
行
）。
ま
た
、
研
究

会
の
活
動
紹
介
に
つ
い
て
は
室
山
京
子
「
神
戸

大
学
近
世
地
域
史
研
究
会
に
つ
い
て
」「『
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｋ
』
一
〇
、
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究

科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
八
年
）、
同

「『「
覩
聞
記
」
の
世
界
』（
神
戸
大
学
近
世
地
域

榮
研
究
会
活
動
報
告
書
）
の
紹
介
」（『
播
磨
学

紀
要
』
二
三
、播
磨
学
研
究
所
、二
〇
一
九
年
）、

同
「
地
域
歴
史
資
料
を
学
び
楽
し
む
「
場
づ
く

り
」」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
八
二
、二
〇
二
〇
年

一
〇
月
）
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
研
究
会
運
営

は
設
立
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
神
戸
大
学
大
学

院
人
文
学
研
究
科
非
常
勤
講
師
（
当
時
）
河
野

未
央
氏
が
担
当
し
、
二
〇
一
六
年
筆
者
が
引
き

継
い
だ
。

（
２
） 『
龍
野
市
史
』
第
二
巻
、
一
〇
〇
頁
。

（
３
） 

善
龍
寺
文
書
と
し
て
は
、『
龍
野
市
史
』
第
一

巻
七
三
九
～
七
四
一
頁
で
嘉
永
元
年
「
龍
野
領

町
在
寺
院
開
基
本
寺
并
道
場
本
書
」
を
整
理

し
た
「
表
四
七　

龍
野
藩
領
内
の
真
宗
寺
院
」、

『
同
』
第
五
巻
（
史
料
編
）
一
八
六
～
七
頁
に

は
龍
野
藩
京
極
氏
時
代
の
城
下
寺
院
の
記
録
に

関
す
る
史
料
を
掲
載
し
て
い
る
。

一
　
は
じ
め
に

　

丹
波
市
と
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
は
、

平
成
一
九
年
（
二
○
○
七
）
に
、
地
域
歴
史
遺
産

の
活
用
や
、
活
用
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
を
目
指

し
て
、「
丹
波
市
と
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研

究
科
と
の
地
域
活
性
化
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
た
。
以
降
、
丹
波
市
と
神
戸
大
学

大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
住
民
と
連
携
し
な
が
ら
、
市
域
に
残
さ
れ
た

古
文
書
を
中
心
と
す
る
歴
史
資
料
の
調
査
・
研
究
、

保
全
・
活
用
に
、
一
五
年
以
上
に
わ
た
っ
て
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

筆
者
自
身
は
、
大
学
院
に
進
学
し
た
平
成
二
七

年
（
二
〇
一
五
）
以
降
、
同
事
業
の
調
査
等
に
関

わ
り
は
じ
め
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
以
降
は
、

教
員
の
立
場
と
し
て
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
の
一
員
と
な
り
、
井
上
舞
氏
（
人
文
学
研

究
科
特
命
講
師
）
と
と
も
に
同
事
業
の
主
担
当
を

つ
と
め
て
い
る
。

　

今
回
は
そ
う
し
た
丹
波
市
と
の
地
域
連
携
事
業

の
中
か
ら
、
こ
の
間
自
身
が
関
わ
っ
た
、
青
垣
町

山
垣
区
で
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。　

二
　
山
垣
区
に
つ
い
て

　

紹
介
に
入
る
前
に
、
山
垣
区
の
地
理
的
・
歴
史

的
な
基
本
情
報
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
現
代
の

山
垣
区
に
つ
な
が
る
近
世
の
山
垣
村
は
、
丹
波
国

氷
上
郡
（
現
丹
波
市
）
の
最
北
部
に
位
置
し
て
お

り
、
北
は
但
馬
街
道
を
経
て
但
馬
国
朝
来
郡(

現

朝
来
市)

に
、
東
は
梨
の
木
峠
を
越
え
て
丹
波
国

天
田
郡(

現
京
都
府
福
知
山
市)

に
通
じ
る
な
ど
、

国
境
・
郡
境
に
近
接
す
る
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。

　

山
垣
村
は
、
但
馬
丹
波
の
境
を
な
す
遠
坂
峠
を
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越
え
る
た
め
の
主
要
地
で
あ
る
遠
坂
谷
と
い
う

谷
筋
に
あ
る
。
村
の
中
央
に
は
加
古
川
支
流
の

遠
阪
川
が
流
れ
、
四
方
は
山
々
に
囲
ま
れ
る
な

ど
、
自
然
環
境
の
利
用
と
密
接
不
可
分
な
地
域

で
も
あ
っ
た
。
こ
の
遠
坂
谷
に
所
在
す
る
村
々
の

領
主
関
係
は
錯
綜
し
て
お
り
、
山
垣
村
も
元
禄
八

（
一
六
九
五
）
年
以
降
は
、
同
村
の
集
落
の
う
ち

上
地
・
下
地
・
向
は
柏
原
藩
領
、
平
地
は
旗
本
永

見
氏
知
行
の
相
給
村
落
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
江
戸
時
代
以
来
の
歴
史
を
も
つ
山
垣

村
は
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
の
市
制
町
村

制
施
行
に
と
も
な
う
「
明
治
の
大
合
併
」
に
よ
り
、

隣
接
す
る
遠
坂
村
・
中
佐
治
村
と
合
併
し
て
、
新

た
に
「
遠
阪
村
」
と
な
っ
た
。
合
併
後
も
、「
山
垣
」

と
い
う
地
域
が
消
滅
し
た
訳
で
は
な
く
、
江
戸
時

代
以
来
の
山
垣
村
は
、「
遠
阪
村
」
を
構
成
す
る

大
字
と
し
て
、
そ
の
後
も
存
在
し
続
け
た
。

　

大
正
・
昭
和
に
な
る
に
つ
れ
て
「
山
垣
村
」
で

は
な
く
「
山
垣
区
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
な

る
が
、
昭
和
三
○
年
（
一
九
五
五
）
に
青
垣
町
が

成
立
（
遠
阪
村
・
佐
治
町
・
芦
田
村
・
神
楽
村
が

合
併
）
し
た
後
も
、
平
成
一
六
年
（
二
○
〇
四
）

に
丹
波
市
が
成
立
（
氷
上
町
、
柏
原
町
、
青
垣
町
、

春
日
町
、
山
南
町
、
市
島
町
が
合
併
）
し
た
後
も
、

江
戸
時
代
の
山
垣
村
に
源
流
を
持
つ
「
山
垣
区
」

は
、
人
々
の
生
活
、
住
民
自
治
の
単
位
と
し
て
生

き
続
け
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

三
　
山
垣
区
と
の
出
会
い 

―
山
垣
足
立
家
文
書
の
調
査
―

　

次
に
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
が
山
垣
区
へ
調
査

に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
て
お

き
た
い
。
直
接
の
契
機
は
、
平
成
三
○
年(

二
○

一
八)

一
月
二
○
日
に
開
催
さ
れ
た
歴
史
講
座
・

古
文
書
相
談
会
に
お
い
て
、
青
垣
町
山
垣
区
の
住

民
か
ら
、
自
宅
で
保
管
し
て
い
る
古
文
書
の
調
査

を
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
に
遡
る
。

　

こ
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
当
時
丹
波
市
と
の
連

携
事
業
を
担
当
し
て
い
た
前
田
結
城
氏
（
当
時
は

人
文
学
研
究
科
学
術
研
究
員
）
が
対
応
さ
れ
た
。

依
頼
主
で
あ
る
所
蔵
者
の
家
（
足
立
家
）
は
、
近

世
の
山
垣
村
庄
屋
の
流
れ
を
く
む
家
で
あ
り
、
近

代
以
降
も
遠
阪
村
の
村
会
議
員
や
収
入
役
を
勤
め

る
な
ど
村
の
公
職
を
歴
任
し
た
家
で
も
あ
る
。
近

世
～
近
現
代
に
か
け
て
の
地
域
社
会
運
営
に
関
す

る
重
要
な
史
料
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
た
た
め
、
年
度
末
の
三
月
二
日
に
前
田
氏

の
主
導
の
も
と
、
急
遽
調
査
に
着
手
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

私
自
身
は
当
時
大
学
院
生
で
あ
っ
た
た
め
、
前

田
氏
の
誘
い
を
う
け
る
形
で
、
調
査
に
同
行
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
初
め
て
訪
れ
る
地
域
で
あ
っ
た

が
、
所
蔵
者
の
話
を
聞
き
な
が
ら
整
理
作
業
を

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
徐
々
に
山
垣
と
い
う
地
域

へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
。
所
蔵
者
が
見
て
い
る
中

で
の
作
業
は
緊
張
感
を
伴
う
も
の
で
も
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
も
継
続
し
て
こ
の
地
域
に
関
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
現
在
か
ら
振
り
返
れ
ば
、
誠
に
得
難
い
経

験
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
調
査
に
は
、
平
岩
泰
典
氏
（
丹
波

市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
）
や
、
同
地
区
の
住
民

の
方
々
も
参
加
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の

人
々
を
巻
き
込
ん
だ
調
査
が
進
む
過
程
で
、
次
に

述
べ
る
区
有
文
書
の
存
在
が
浮
上
し
、
新
た
な
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

四
　
山
垣
区
有
文
書
の
調
査
と 

「
吉
野
屋
日
記
」
の
発
見

　

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
七
月
、
足
立
家
所
蔵

の
史
料
と
も
大
き
く
関
わ
る
区
有
文
書
の
調
査
が



『LINK』Vol.16　2024 年 12 月

94

実
施
さ
れ
た
。
調
査
の
結
果
、
山
垣
区
有
文
書
に

は
、
近
世
の
川
や
山
の
利
用
に
関
す
る
争
論
関
係

の
文
書
や
、
近
代
以
降
の
区
の
運
営
に
関
わ
る
資

料
な
ど
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
山
垣
区
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
基
本
資
料
と

な
り
得
る
文
書
群
の
調
査
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時

も
大
学
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
山
垣
区
長
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
住
民
や
、
平
岩
氏
ら
地
域
の
歴

史
に
詳
し
い
人
々
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

短
期
集
中
型
の
調
査
で
あ
っ
た
が
、
地
域
住
民
に

区
有
文
書
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
い
機
会

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
調
査
の
過
程
で
、
長
年
所
在
が
不

明
で
あ
っ
た
「
吉
野
屋
日
記
」（
山
垣
区
所
蔵
）

の
所
在
が
判
明
し
、
再
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。「
吉
野
屋
日

記
」
と
は
、
山
垣
村
平
地
の
庄
屋
で
あ
っ
た
足
立

文
右
衛
門
（
屋
号
「
吉
野
屋
」）
が
記
し
た
山
論

の
経
緯
を
記
し
た
日
誌
で
あ
る
。
山
垣
村
の
周
辺

地
域
は
、
先
述
し
た
よ
う
な
自
然
環
境
と
錯
綜

し
た
支
配
関
係
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
規
定

さ
れ
る
形
で
、
享
保
期
以
降
、
明
治
初
年
に
至
る

ま
で
、
断
続
的
に
山
論
が
発
生
し
た
。
同
日
記
は
、

山
論
が
再
発
し
た
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
五
月

か
ら
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
一
二
月
ま
で
、
約

五
年
七
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
書
き
続
け
ら

れ
、
現
在
も
一
・
五
・
六
・
八
・
一
〇
・
一
一
・
一
二
巻

の
計
七
冊
が
山
垣
区
に
残
さ
れ
て
い
る
。　

　

内
容
と
し
て
は
、
訴
訟
の
手
続
き
や
裁
判
の
様

子
、
訴
訟
費
用
の
や
り
く
り
を
含
め
た
当
事
者
の

苦
労
、
山
垣
村
に
お
け
る
生
活
の
あ
り
方
な
ど
が

克
明
に
記
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
貴
重
な
史
料
で

あ
る
と
い
え
る
。
同
日
記
は
、
山
垣
区
で
代
々
引

き
継
が
れ
︑
昭
和
五
九
年
︵
一
九
八
四
︶
に
は
旧

青
垣
町
︑
合
併
後
の
現
在
は
︑
丹
波
市
の
指
定
文

化
財
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
歴

史
を
知
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
史
料
を
再
調
査

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
の
一
連
の
調
査
の

中
で
も
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

五
　
地
域
展
示
の
実
施
と 

「
た
ん
ば
地
域
史
料
叢
書
」
の
刊
行

　

こ
う
し
た
山
垣
区
で
の
調
査
成
果
は
、
責
任
者

写真 1　山垣区での調査風景

写真２　吉野屋日記（丹波市指定文化財）
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で
あ
っ
た
前
田
氏
の
急
逝
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
調
査
中
断
の
影
響
も
あ

り
、
な
か
な
か
地
元
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
が
、
二
〇
二
三
年
度
に
な
っ
て
よ
う
や
く

成
果
報
告
の
場
に
恵
ま
れ
た
。

　

第
一
に
、
八
月
二
一
日
か
ら
九
月
三
日
に
か
け

て
、「
山
垣
区
有
文
書
」
や
「
吉
野
屋
日
記
」
を

用
い
て
、「
区
有
文
書
か
ら
み
る
江
戸
時
代
の
山

垣
村
」
と
題
し
た
地
域
展
示
を
同
地
区
の
「
や
ま

び
こ
セ
ン
タ
ー
」
で
実
施
し
た
。
展
示
で
は
「
１
．

山
垣
村
と
区
有
文
書
」、「
２
．
江
戸
時
代
の
山
垣

村
」、「
３
．
資
源
を
め
ぐ
る
争
い
と
村
の
生
活
」

の
三
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
、
山

垣
村
や
区
有
文
書
の
概
要
、
領
主
の
変
遷
や
年
貢

負
担
の
あ
り
方
、
水
論
・
山
論
の
経
緯
等
、
区
有

文
書
の
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
調
査
成

果
を
地
域
住
民
に
紹
介
し
た
。

　

そ
れ
以
外
に
、
展
示
会
に
附
随
す
る
企
画
と
し

て
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
兼
ね
て
、
同
地
区
の

夏
祭
り
で
あ
る
愛
宕
祭
（
足
立
遠
政
公
慰
霊
祭
、

八
月
二
三
日
）
で
「
山
垣
区
有
文
書
と
江
戸
時
代

の
山
垣
村
」
と
題
し
た
講
演
を
実
施
し
た
ほ
か
、

全
頁
カ
ラ
ー
印
刷
の
図
録
も
作
成
し
、
山
垣
区
に

配
布
し
た
。

　

小
さ
な
地
域
展
示
で
は
あ
っ
た
が
、
山
垣
地
区

の
み
な
ら
ず
、
周
辺
の
地
区
の
住
民
も
訪
れ
、「
自

分
た
ち
の
地
区
で
も
こ
の
よ
う
な
展
示
を
し
て
み

た
い
」、「
地
域
に
古
文
書
が
残
さ
れ
て
い
な
い
か

調
べ
て
み
よ
う
と
思
う
」
な
ど
、
様
々
な
感
想
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
二
に
、『
た
ん
ば
地
域
史
料
叢
書
１　

江
戸

時
代
の
村
と
山
―
丹
波
国
氷
上
郡
山
垣
村
山
論
関

係
史
料
―
』
を
刊
行
し
た
。『
た
ん
ば
地
域
史
料

叢
書
』
シ
リ
ー
ズ
は
、
丹
波
地
域
の
歴
史
を
知
る

こ
と
の
で
き
る
重
要
で
、
か
つ
解
読
が
困
難
な
史

料
を
活
字
化
し
、
冊
子
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
で
、

様
々
な
人
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
、

二
〇
二
三
年
度
に
新
た
に
創
刊
し
た
。

　

そ
の
第
１
巻
と
し
て
、
山
垣
区
に
所
在
す
る
山

論
関
係
の
史
料
を
可
能
な
限
り
翻
刻
し
収
載
し

た
。
内
容
は
「
解
説
編
」
と
「
史
料
編
」
の
二
部

構
成
と
な
っ
て
お
り
、
前
者
は
筆
者
の
「
史
料
解

題
」
と
平
岩
泰
典
氏
の
「
解
説
」、
後
者
は
「
吉

野
屋
日
記
」
全
七
冊
や
山
垣
区
有
文
書
所
収
の
山

論
絵
図
・
済
状
等
の
翻
刻
文
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。
本
書
は
、
地
元
の
郷
土
史
団
体
で
あ
る
「
遠

阪
村
探
究
会
」
を
中
心
に
、
山
垣
区
周
辺
の
人
々

に
配
布
し
た
。

写真３　地域展示の一部

写真４　『たんば地域史料叢書』
の表紙
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六
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
こ
こ
五
年
間
ほ
ど
の
青
垣
町
山
垣
区
で

の
地
域
連
携
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み

た
。
私
自
身
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の
正
式
な
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ
た
最
初
の
仕
事
で
あ
り
、

明
確
な
プ
ラ
ン
も
持
た
ず
、
様
々
な
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
な
が
ら
展
開
し
た
も
の
な
の
で
、
至
ら

な
い
点
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
（
先
輩
の
井
上

氏
に
は
相
当
助
け
て
い
た
だ
い
た
）。

　

そ
れ
で
も
一
応
私
な
り
に
意
識
し
て
い
た
課
題

と
し
て
は
、
い
か
に
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
史
料

を
身
近
な
存
在
に
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。　

　

こ
う
し
た
課
題
意
識
を
抱
い
た
の
は
、
い
く
つ

か
の
取
り
組
み
の
中
で
、
地
域
で
大
切
に
残
さ
れ

て
き
た
史
料
が
、
地
域
の
人
々
か
ら
そ
の
存
在
を

忘
れ
ら
れ
、「
自
分
た
ち
と
関
係
の
な
い
も
の
」

に
な
り
つ
つ
あ
る
、
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
例

え
ば
、
地
域
で
保
管
さ
れ
て
い
る
区
有
文
書
で
も
、

区
長
以
外
そ
の
存
在
を
よ
く
知
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
多
々
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
文
書
の
存
在
を

知
っ
て
い
て
も
、
多
く
の
史
料
が
く
ず
し
字
で
書

か
れ
て
い
る
た
め
、
何
が
残
さ
れ
て
い
る
の
か
が

わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
事
例
に
も
接
し
た
。

　

今
回
の
地
域
展
示
や『
た
ん
ば
地
域
史
料
叢
書
』

の
刊
行
は
、
そ
う
し
た
課
題
意
識
の
も
と
展
開
し

た
、
私
な
り
の
さ
さ
や
か
な
試
み
で
あ
る
。
ま
ず

区
有
文
書
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ど
の
よ
う

な
史
料
が
、
い
か
な
る
人
々
の
営
為
の
も
と
で

残
さ
れ
て
き
た
の
か
。
そ
れ
ら
を
伝
え
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
と
史
料
の
関
係
を
少
し
で
も
取
り
結
び
、

「
自
分
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
今
後
も
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
。
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